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　船橋市児童相談所は、船橋の全ての子どもの安全で安心な生活
を守り、健やかな成長と発達を切れ目なく支援する拠点として、
虐待の初期対応から在宅支援まで、一貫した支援体制の構築を目
指し整備された施設です。市から示された７つの設計方針（①安
全・安心な施設②快適な居住性への配慮③プライバシーの確保④
地域との良好な関係⑤職員が働きやすい執務環境⑥環境配慮⑦災
害対策）を軸に設計を行い、子どもや相談者が安心して利用でき、
地域に親しまれ、職員同士の連携に配慮した、職員の働きやすい
施設を目指しました。

　計画地は団地や保育園等に面した環境にあることから、建物の
ボリュームを抑え、敷地の周囲には季節感を感じることができる
植栽帯を配し、地域の良好な景観形成に努めています。
　建物外部は温かみのある色調の外壁をベースに、アクセントと
なる３色のルーバーをランダムに配置することで親しみやすい外
観とし、建物内部は木質系材料の採用により利用者が快適に過ご
すことができる空間を目指しました。
　機能面では、施設利用者のプライバシーや安全性への配慮、非
常用発電設備や停電対応型空調の採用等による災害時機能維持対
策、建物の高断熱化や省エネ機器採用により環境負荷低減に積極
的に取り組んでいます。

　株式会社佐野建築研究所　代表取締役　長井隆志

■工　事　名　称：船橋市児童相談所新築工事
■工　事　場　所：千葉県船橋市若松２丁目３番号
■発　注　者：船橋市
■設計・監理：株式会社佐野建築研究所
■施　工　者：戸田建設・京成建設ＪＶ（建築）
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：ＲＣ造地上３階建て。建築面積，．㎡、延床

面積，．㎡
■工　　　期：年６月～年３月

　市では、これまで千葉県が設置する市川
児童相談所と連携を図りながら、児童虐待
の未然防止や早期発見に努めてきました。
しかしながら、迅速な対応や一元的な対応
が困難な事態が生じるケースがあり、この
ような課題に対応するため、平成年度か
ら市独自の児童相談所の設置について検討
を開始し、準備を進めてきました。
　市が独自に児童相談所を設置すること
で、市内のこどもの家庭児童相談情報を一
元的に漏れなく管理でき、児童虐待の未然
防止から初期対応、施設などへの措置、在
宅での支援までを切れ目なく一貫して行え
ます。また、市単独で一時保護などを迅速
に行うことが可能となり、機動的な支援や
介入ができます。
　今後、市の児童相談所は、児童虐待への
対応だけでなく、市民の皆さまからの子育
てに関するさまざまな相談を受け付ける身
近な相談窓口となり、子育て家庭に寄り添
い支えていきます。
　こどもは家庭で育まれ、地域の力を得て
成長します。市では児童相談所をはじめ、
４月に開設した市こども家庭センターや地
域の関係機関の皆さまと連携して、こども
や家庭の状況に応じ、これまで以上にきめ
細やかな養育支援に取り組んでまいりま
す。
　結びに、工事関係者の皆様に対し、無事
に開設の日を迎えられましたことを、厚く
御礼申し上げますとともに、今後も公共工
事のみならず、幅広い分野でご活躍いただ
きますよう、ご祈念申し上げます。


